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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・テンキ－オ－トロック導入に当たっての説明と実践

※始めにセットボタン①を押す。

1 自己の社員番号（5行）

2 セットボタン　①

3 年月（4行）*月日は月毎に変更

4 セットボタン　②

*入力を間違えたときは、最初から入力しなおしとなる。

　　*10月からの導入予定としている。

＜患者様についての連絡事項＞

清川　厚子様～9月9日歯科受診されヨウフェナック３Ｔ３×２日分処方となって

　　　　　　　います。

和田　昌様～9月9日歯科受診されヨウフェナック３Ｔ３×２日分処方となって

　　　　　　　います。

また、抜歯した為9日の夕食より常食から全粥きざみ食へ変更しています。　　　　　

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～終日隔離で経過しています。女性スタッフへ服薬の際「腕を触って良いですか？」

と尋ねられる事あります。　１５分退室され、衝動行為や異常体験に左右された

発言は聞かれません。今朝起床時「ここから出てもいいですか？」等の発言が聞かれています。本日服薬の際、手指の震えありコップを落とされる事あります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　退室は一日１５分～３０分でき、衝動行為はありません。退室される際は、除々に退室時間が延びてきている事、衝動行為が無い事を評価し、自信を深めていきましょう。

・水梨　孝純様～終日隔離中です。スタッフ介入時掴みかかる事は少なくなってきていま

　　　　　　　　す。また不機嫌となる事もありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　引き続き、皮膚の状態の観察、スタッフ介入時の過度な不機嫌さの有無の観察を

　　　　　　　行なっていきましょう。

＜新入院患者様について＞

・宮村　潔様～年齢　73歳、Dr　猪股、Nｓ　高橋、PSW　柳澤

　　　　　　　９月９日10時、東病棟Ａユニット８号室へ入院しております。入院時は、租暴行為、奇異行動は見られないがスタッフとの会話がかみ合わず一方的に話される事ありましたが、準夜帯では日課を行なう事でき、一方的に話されることもありません。服薬に対しての拒否無く、翌朝まで静かに休む事出来ています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

（今後のケア方針）

· 精神科の入院は始めてなので、薬の副作用（眠気、口渇、便秘等）に注意していきましょう。

· 夜間の睡眠状況の観察

· 血圧が高めの方なので、１日３検の血圧測定と頭痛、吐き気などの随伴症状に注意していきましょう。

　　

＜要観察の患者様＞

· 佐々木（深川）尚子様～９月８日自室へお菓子を隠し持っている事あり「もらった」と話さ　

れています。また、誰も居ない他患者様の部屋を覗いたり、スタッフの動きを気にしている様子伺えます。

　　　　　　　　　↓

お菓子、お茶（食事についてくるお茶は可）コーヒー等の購入は一切禁止です。また、おやつを上げた患者様も禁止処分とします。

· 　

· 柳澤　武彦様～佐々木様との過度な接触が見られません。　

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　引き続き、佐々木様との交流状況の観察を密にし、過度な接触や、おやつを

上げるなどの行為、また、死角での接触がある場合は、介入していき、佐々木様の過食行為を未然に防ぎましょう。

砂葉　良子様～　話しかけの多さ、ニヤつき等気分の高揚さ伺えます。また、昼食の際、佐々木様へ食事を上げようとし、スタッフ介入要しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　食事の際は、自室で食べて頂く様にし、他患者様へ食事を上げる等の行為を未然に防ぎましょう。













